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開業後、院長が最も頭を悩ませる
のは「スタッフの育成」について。こ
んなにも大変なのかと、開業後の医
師は口を揃えて言う。院長の思いど
おりにならず、質の高い医療も提供
できず、院長とスタッフの溝は深ま
り、スタッフの顔も見たくないとい
う状況に陥っている診療所さえある。
その反面、院長の右腕となり、指示
をしなくても行動に移せるスタッフ
がいる診療所もある。その差はどこ
で生じたのであろうか。
院長にとってスタッフは「ジンザイ」
である。この「ジンザイ」を漢字で
表すと、①人罪、②人在、③人材、
④人財の4つに分類できる。簡単に
説明すると、「人罪」とは診療所にい
るだけで罪。愚痴や陰口を言い、ま
わりのスタッフの意識の誘導をした
り、足を引っ張る、いわゆる解雇し
たくなるスタッフだ。「人在」とは、た
だいるだけの人。何となく仕事をし
ており、けっして能力を高めようと
しない。このスタッフがいると診療

所の士気が低くなる。「人材」はこ
れから伸びていく可能性があるが、
育て方次第では「人罪」にもなり得
る。「人財」は、その字のとおり診
療所の財産と呼べるような人。自主
性があり、能力も高く、ほかのスタッ
フにも良い刺激となる存在だ。診療
所の成功には、もちろん「人財」を
どれだけ増やせるかが重要なのだが、
誰だって初めから「人財」であるわ
けではない。育て方次第で「人材」
が「人財」に、「人在」が「人材」にな
るのだ。そのためには「人は育てる
もの」という認識を持ったうえでス
タッフと向き合ってもらいたい。

育成するうえでのポイントは、ス
タッフを信頼し、コミュニケーショ
ンを多くとり、褒めて叱り、経営理
念を基本に指導することだ。言葉に
すると当たり前のことだと思うが、
いざ開業して指導しようとするとな
ぜかうまくいかない。
たとえば、保険証を何回も渡し間

違えるスタッフがいた時にはどのよ
うに指導するだろうか。「以後気を
つけなさい」では、「はい」と返事す
るだけで成長しない。「君は雑な性格
だから間違えるんだ」では、成長し
ないばかりか院長に対し不信感をも
つだろう。間違える原因は「雑な性
格」ではなく、「何回も間違えるよう
なやり方」にあるのだ。性格ではな
く行動を反省させ、再発防止のため
にどのような改善をするのかをじっ
くり話し合うことが必要だろう。
その後、スタッフが本当に改善し
た時には、それをきちんと言葉にし
て評価することも忘れてはならない。
人は誰でも認められたいという欲求
をもっている。院長や患者に評価し
てもらえるように努力したいと思え
る土壌づくりが重要なのだ。もちろ
んこの土壌は一朝一夕では完成しな
い。石の上にも三年。スタッフを信
じて長期的な育成を試みよう。
次回は、診療所に必要な接遇の教
育ポイントを解説する。

「人財」は育てるもの

【 承認欲求を満たす指導 】

「人罪」と「人在」、「人材」と「人財」
育成如何でスタッフは大きく変わる
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